
 

（会議の次第・配付資料）
【会次第】
　　①　これまでの市民参画手続の実施状況
　　②　３０年度の市民参画手続の実施状況
　　③　元年度の市民参画手続の実施予定
　　④　その他
　
【配付資料】
　　資料１　市民参画推進に関する市民会議委員名簿
　　資料２　これまでの市民参画手続の実施状況
　　資料３　３０年度の市民参画手続の実施状況一覧表
　　資料４　元年度の市民参画手続の実施予定一覧表
　　資料５　今後のスケジュール

（日程・場所・出席者）

     （日　程）　令和元年７月９日（火）１７：５０～１９：１０

     （場　所）　鹿児島市役所　東別館９階　特別中会議室

     （出席者）　委員１３名
　
     （事務局）　市民協働課
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委 員 の 意 見 ・ 質 疑 等

【これまでの市民参画手続の実施状況】、【３０年度の市民参画手続の実施状況】

1

（委員）
　パブコメの意見提出者数がここ２・３年減少している。市民のひろばでの広報の仕方を工夫してもっと市民の目を引くものにすべきではないか。

（事務局）
　市民のひろばでの表現方法については、今後工夫をしていきたい。また、パブコメの意見数については、権限移譲の条例等については法律に基
づいてしか作れないので意見も少なく、反映しにくい傾向にある。来年・再来年度は、次の総合計画へ向けてパブコメの件数が増えていくので興味
をもってもらえるように工夫していきたい。

2

（委員）
　QRコードをいたるところに配置して何気なく市民の方々の目に触れるようにすると興味を持たれた方がパブコメに参加してくれるかもしれない。ま
た、難しい言葉が計画等の中にあり、パブコメを行うことによって平易な別の言葉に修正されるのは良いことだと思う。

（事務局）
　QRコードに関しては、最近、市民のひろばに記事と一緒に掲載していることが多いので、そのようにできないか今後検討していきたい。また、全庁
的に難しい言葉を使用しないように心掛けてはいるが、使用する際には用語集を添付するなどの工夫を行っていきたい。

3

（委員）
　平成１５年度、１６年度のパブコメの意見提出者数、意見数が他の年度と比較してかなり多いのはなぜか。

（事務局）
　当時、この市民参画条例は全国的にも早く制定されたので、、多くの市民の方が興味をもったのではないか。また、ちょうど５町と合併した時期で
もあり、その関係の施策等に興味を持たれたことで意見が多かったものと推測する。

（協議の概要）
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委 員 の 意 見 ・ 質 疑 等

（協議の概要）

4

（委員）
　パブコメの意見提出者について、年代別や性別ごとに統計をとっているのか。

（事務局）
　年齢や性別を聞かないような時代の流れになってきているため、そのような統計はとっていない。現在、記載欄を設けているのは、氏名と住所と
電話番号である。

5

（委員）
　都市景観施設マネジメント事業のアンケートに関して、1500の送付数は鹿児島市の人口から換算して妥当なのか。また、無作為抽出とは地域を
限定したのか。

（事務局）
　統計的には、300～400件回答数があれば意見が反映されたものと考えている。また、送付先については、住基台帳で性別や地域などまんべん
なく抽出した方々である。
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委 員 の 意 見 ・ 質 疑 等

（協議の概要）

【元年度の市民参画手続の実施予定】

6

(委員）
　実施予定一覧表について、所属順で並んでいるが、より分かりやすくするため、全体一覧と個別施策が連動するような掲載方法を工夫してもらえ
ると市民にとっても分かりやすいと思う。

（事務局）
　施策別に整理する形でHPに掲載したい。

（会長）
順序を入れ替えるだけでも違ってくるか思うので、検討していただきたい。

7

（委員）
　全部のパブコメに意見を提出している私からすると、素案のページ数が多いと実施期間30日間では短い。さらに、施策がいくつも重なると大変な
ので、時期が一緒のものについてはずらしてほしい。

（事務局）
　ページ数の多い施策についての分かりやすい概要版を作成していただくよう担当課に相談してみたい思う。なお、パブコメを実施する際には、市
議会にも報告しているが、その際に実施期間を合わせてほしいとの要望があったことから揃えさせているのでご理解いただきたい。

（会長）
　事務局には、この市民会議で出た意見として承ってほしい。

8
（委員）
　市民の方々からたくさんの意見をいただけて、また、所管課の業務がスムーズになり、議会に対しても説明ができるような新しい試みが必要だと
思う。是非様々な諸条件を組み合わせて最適化してもらいたい。

9

（委員）
　最終的にそれぞれの計画が何年後に向かっているのかが示された方が良い。

（事務局）
　一回限りで終わる計画もあれば、長期的なものもあるので、年度をまたいで行っていくものについては分かりやすく表記したい。
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